
払田柵跡周辺の山々今も昔も
ほ っ た の さ く あ と

山頂方位
ばん

盤
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真山や
ながもり

長森の上から
なが

眺めることができる周辺の山々は、 昔のままそこにあります。

それぞれの山の頂上には神社があります。

どの方角も
み わた

見渡せる立地も、 払田柵が建てられた理由の1 つだったのかもしれません。

平安時代の人々、 さらには
じょうもん

縄文時代の人々もこの景色を眺めていたことでしょう。
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金峰神社
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